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『
栄
花
物
語
』
の
描
く
二
后
並
立　
　
　

高
橋
由
記
＊
日
本
文
化
学
科　

非
常
勤
講
師

『
栄
花
物
語
』
の
描
く
二
后
並
立

―

後
冷
泉
朝
後
宮
の
特
徴
に
関
連
し
て―

高
橋
由
記＊

は
じ
め
に

　

長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
二
月
二
十
五
日
、
左
大
臣
道
長
女
彰
子
（
十
三
歳
）
が

立
后
し
た
。『
栄
花
物
語
』
巻
六
「
か
ゞ
や
く
藤
）
1
（

壺
」
に
は
「
三
月
に
、
藤
壺
后
に

立
せ
給
べ
き
宣
旨
下
ぬ
。
中
宮
と
聞
え
さ
す
。
此
候
は
せ
給
を
ば
皇
后
宮
と
聞
え
さ

す
（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
）」（
上
Ｐ
206
）
と
記
さ
れ
る
。
中
宮
で
あ
っ
た
故
関
白
道

隆
女
定
子
は
皇
后
宮
（
二
十
四
歳
）
と
な
り
、
彰
子
が
中
宮
と
な
っ
た
。
一
帝
二
后

並
立
の
初
め
で
あ
る
。

　

一
条
朝
以
降
、
鎌
倉
期
の
亀
山
天
皇
ま
で
一
帝
二
后
並
立
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。

『
栄
花
物
語
』
で
は
一
条
朝
の
皇
后
宮
定
子
と
中
宮
彰
子
（
正
編
）、
三
条
朝
の
皇
后

宮
娍
子
と
中
宮
姸
子
（
正
編
）、
後
朱
雀
朝
の
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
と
中
宮
嫄
子

（
続
編
）、
後
冷
泉
朝
の
中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子
（
続
編
）
の
四
例
が
記
さ

れ
る
。
ま
た
、
後
冷
泉
朝
は
皇
后
宮
歓
子
を
加
え
た
三
后
が
並
立
し
た
（
歓
子
が
立

后
す
る
の
に
際
し
、
中
宮
章
子
内
親
王
は
皇
太
后
宮
に
、
皇
后
宮
寛
子
は
中
宮
に
な

り
、
歓
子
が
皇
后
宮
と
な
っ
た
）。

　

小
論
で
は
、『
栄
花
物
語
』
が
描
く
二
后
並
立
の
記
述
と
そ
の
性
質
を
追
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
二
后
が
並
立
す
る
こ
と
の
実
体
を
考
察
し
、
後
冷
泉
朝
の
後
宮
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

な
お
「
中
宮
」
と
「
皇
后
」
の
呼
称
や
地
位
の
問
題
は
、
先
学
諸
氏
に
よ
る
御
論

考
が
あ
り
、
橋
本
義
彦
氏
は
「
中
宮
も
、
そ
の
身
位
（
后
位
）
を
表
わ
す
正
式
の
称

謂
は
「
皇
后
」
で
あ
り
、「
中
宮
」
と
い
う
后
位
が
別
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

さ
れ
）
2
（
る
。「
中
宮
」「
皇
后
（
宮
）」
と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
て
も
身
位
的
に
は
ど
ち

ら
も
「
皇
后
（
宮
）」
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
小
論
で
は
『
栄
花
物
語
』

に
お
け
る
呼
称
を
も
と
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　

一
条
朝
の
二
后
並
立―

皇
后
宮
定
子
と
中
宮
彰
子―

　

立
后
に
際
し
、
キ
サ
）
3
（

キ
は
あ
ら
か
じ
め
内
裏
を
退
出
し
、
退
出
し
た
里
邸
な
ど
で

立
后
当
日
に
「
本
宮
の
儀
」
を
行
う
。
彰
子
も
立
后
の
た
め
に
内
裏
を
退
出
し
た
。

『
栄
花
物
語
』
巻
六
に
は
「
た
ゝ
む
月
に
藤
壺
ま
か
で
さ
せ
給
べ
く
て
、
土
御
門
殿

い
み
じ
う
払
ひ
、
い
と
ゞ
修
理
し
加
へ
み
が
ゝ
せ
給
。
か
く
て
二
月
に
成
ぬ
れ
ば
、

一
日
比
に
出
さ
せ
給
」（
上
Ｐ
204
）
と
記
さ
れ
る
。
彰
子
が
退
出
し
た
の
は
二
月
十

日
で
、
退
出
先
も
道
長
の
土
御
門
殿
で
は
な
く
源
奉
職
宅
だ
っ
た
が
（『
権
記
』）、

彰
子
退
出
か
ら
二
日
後
の
二
月
十
二
日
に
中
宮
定
子
が
内
裏
に
入
っ
た
。『
栄
花
物

語
』
はか

ゝ
る
程
に
、
内
渡
つ
れ
〴
〵
に
覚
さ
れ
て
、「
此
ひ
ま
に
い
か
で
一
宮
（
＝

敦
康
親
王
）
見
奉
ら
む
」
と
思
食
ど
、
万
つ
ゝ
ま
し
う
て
、
え
の
給
は
せ
ぬ
に
、
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一
年

殿
（
＝
道
長
）、「
此
比
こ
そ
一
御
子
見
奉
ら
せ
給
は
め
」
と
奏
せ
さ
せ
給
へ
ば
、

い
と
〳
〵
嬉
し
く
覚
し
め
さ
れ
て
、
院
（
＝
詮
子
）
に
も
聞
え
さ
せ
給
へ
ば
、

中
宮
（
＝
定
子
）
参
ら
せ
給
べ
き
由
度
た
び
あ
れ
ど
、
つ
ゝ
ま
し
う
の
み
思
食

に
、
ま
め
や
か
に
院
も
申
さ
せ
給
へ
ば
、
お
ぼ
し
た
ゝ
せ
給
。
帥
殿
（
＝
伊

周
）
な
ど
も
、「
な
ど
か
。
宮
見
奉
ら
せ
給
は
む
に
、
い
と
ゞ
御
心
ざ
し
こ
そ

ま
さ
ら
せ
給
は
め
。
お
ろ
か
な
る
べ
き
や
う
な
し
」
な
ど
定
さ
せ
給
て
、
そ
ゝ

き
た
ち
て
二
月
つ
ご
も
り
に
参
ら
せ
給
。（
上
Ｐ
204
）

と
道
長
や
詮
子
の
勧
め
も
あ
っ
て
定
子
が
参
内
し
た
と
記
す
。『
御
堂
関
白
）
4
（
記
』
長

保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
二
月
十
一
日
条
に
は
定
子
参
内
に
対
し
て
「
又
中
宮
（
定

子
）
参
内
給
、
神
事
日
如
何
」
と
不
快
感
を
記
し
て
い
る
か
ら
、『
栄
花
物
語
』
の

記
述
が
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
と
に
か
く
定
子
が
内
裏
を

退
出
し
た
の
は
前
年
六
月
十
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
お
よ
そ
八
か
月
ぶ
り
の
参

内
で
あ
っ
た
。
定
子
が
参
内
し
て
い
る
間
の
二
月
二
十
五
日
に
彰
子
が
立
后
し
中
宮

と
な
り
、
中
宮
だ
っ
た
定
子
が
皇
后
宮
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
前
述
の

通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
「
三
月
卅
日
に
出
さ
せ
給
も
、
哀
に
悲
し
き
事
多
く
聞
え
さ

せ
給
て
、
御
袖
も
一
な
ら
ず
あ
ま
た
濡
れ
さ
せ
給
」（
上
Ｐ
206
）
と
あ
る
よ
う
に
、

参
内
か
ら
一
月
半
ほ
ど
で
三
月
二
十
七
日
に
定
子
は
退
出
す
る
。
中
宮
と
な
っ
た
彰

子
が
参
内
す
る
の
は
「
中
宮
は
四
月
卅
日
に
ぞ
入
ら
せ
給
。
其
御
有
様
推
し
量
る
べ

し
」（
上
Ｐ
207
）
と
あ
る
よ
う
に
四
月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
定
子
参
内
は
、
ま
さ

に
彰
子
退
出
の
「
ひ
ま
」
を
縫
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

巻
七
「
と
り
べ
野
」
の
冒
頭
は
「
か
く
て
八
月
ば
か
り
に
な
れ
ば
、
皇
后
宮
に
は

い
と
物
心
細
く
お
ぼ
さ
れ
て
、
明
暮
は
御
涙
に
ひ
ぢ
て
、
あ
は
れ
に
て
過
さ
せ
給
」

（
上
Ｐ
213
）
と
、
出
産
を
控
え
た
定
子
の
心
細
い
心
情
が
記
さ
れ
る
が
、『
日
本
紀

略
』
に
よ
る
と
八
月
八
日
か
ら
二
十
七
日
の
間
、
定
子
は
内
裏
に
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
が
定
子
最
後
の
参
内
で
あ
っ
た
。
中
宮
彰
子
は
皇
后
宮
定
子
参
内
に

先
立
つ
五
月
二
十
八
日
に
内
裏
を
退
出
し
、
定
子
退
出
後
の
九
月
八
日
に
内
裏
に
入

っ
て
い
る
（『
権
記
』）。
定
子
が
没
す
る
の
は
同
年
十
二
月
十
六
日
で
、
定
子
の
死

に
よ
っ
て
十
か
月
に
及
ん
だ
二
后
並
立
は
解
消
さ
れ
た
が
、
皇
后
宮
定
子
と
中
宮
彰

子
は
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
内
裏
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
二
人
が
同
時
に
内
裏

に
い
た
こ
と
は
な
い
。
後
見
の
弱
い
皇
后
宮
定
子
は
、
中
宮
彰
子
退
出
の
隙
を
縫
う

よ
う
に
参
内
し
、
あ
わ
た
だ
し
く
退
出
し
た
。
一
条
朝
に
お
け
る
二
后
並
立
は
、
后

が
二
人
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
二
人
が
同
）
5
（
殿
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

三
条
朝
の
二
后
並
立―

皇
后
宮
娍
子
と
中
宮
姸
子―

　

で
は
、
三
条
朝
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六
月
十
三
日
に
一
条
天
皇
は
譲
位
し
、
三
条
天
皇
（
三

十
六
歳
）
が
受
禅
し
た
。
三
条
天
皇
は
八
月
十
一
日
に
東
三
条
院
か
ら
新
造
内
裏
に

入
っ
て
い
る
。
八
月
二
十
三
日
に
は
左
大
臣
道
長
女
姸
子
（
十
八
歳
）
と
故
大
納
言

済
時
女
娍
子
（
四
十
歳
）
が
女
御
と
な
っ
た
。
巻
九
「
い
は
か
げ
」
に
は
「
内
に
は
、

ま
だ
誰
も
〳
〵
候
は
せ
給
は
ず
。
か
ん
の
殿
（
＝
姸
子
）
を
ぞ
「
参
ら
せ
給
ヘ
」
と

あ
る
御
消
息
度
々
に
な
り
ぬ
れ
ど
、
殿
の
御
前
す
が
〳
〵
し
う
も
お
ぼ
し
た
ゝ
せ
給

は
ず
」（
上
Ｐ
309
）
と
、
新
造
内
裏
に
は
姸
子
も
娍
子
も
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
十
月
五
日
に
姸
子
が
参
内
し
（『
御
堂
関
白
記
』）、
翌
年

長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
正
月
三
日
に
立
后
の
た
め
退
出
、
二
月
十
四
日
に
立
后
し

た
。
巻
十
「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
」
に
は
「
二
月
十
四
日
に
き
さ
き
に
居
さ
せ
給
て
、

中
宮
と
聞
え
さ
す
」（
上
Ｐ
324
）
と
、
姸
子
立
后
を
詳
し
く
記
す
。

　

一
方
、
娍
子
立
后
は
『
栄
花
物
語
』
巻
十
で
は

か
ゝ
る
程
に
、
大
殿
の
御
心
、
何
事
も
あ
さ
ま
し
き
ま
で
人
の
心
の
中
を
く
ま

せ
給
に
よ
り
、
内
に
し
ば
〳
〵
参
ら
せ
給
て
、「
こ
ゝ
ら
の
宮
達
の
お
は
し
ま
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『
栄
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物
語
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高
橋
由
記

す
に
、
宣
耀
殿
の
か
く
て
お
は
し
ま
す
、
い
と
ふ
び
ん
な
る
こ
と
に
侍
り
。
早

う
こ
の
御
事
を
こ
そ
せ
さ
せ
給
は
め
」
と
奏
せ
さ
せ
給
へ
ば
…
…
（
中
略
）

…
…
さ
て
四
月
廿
八
日
后
に
居
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
皇
后
宮
と
聞
え
さ
す
。（
上
Ｐ

326
）

と
、
道
長
の
勧
め
に
よ
り
実
現
し
、
姸
子
は
中
宮
、
娍
子
は
皇
后
宮
と
呼
ば
れ
た
と

す
る
。
史
実
で
は
娍
子
立
后
は
四
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
こ
こ
に
三
条
朝
の
二
后
並

立
が
開
始
し
た
。『
栄
花
物
語
』
は
姸
子
の
立
后
後
初
の
参
内
を
記
さ
な
い
が
、
実

は
娍
子
立
后
と
同
日
で
あ
り
、『
小
右
）
6
（
記
』
に
「
相
府
立
后
事
頻
有
妨
遏
之
故
也
」

と
記
さ
れ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
正
月
十
日
に

姸
子
が
懐
妊
の
た
め
退
出
し
、
同
三
月
二
十
日
に
娍
子
が
参
内
し
た
（『
御
堂
関
白

記
』）。
巻
十
に
は
「
か
ゝ
る
程
に
、「
皇
后
宮
参
ら
せ
給
へ
」
と
あ
れ
ば
、
如
何
と

お
ぼ
し
つ
ゝ
ま
せ
給
に
、
御
心
の
程
を
や
推
し
量
り
き
こ
え
さ
せ
給
け
む
、
殿
の
御

前
、「
な
ど
皇
后
宮
は
参
ら
せ
給
は
ぬ
に
か
。
諸
共
に
候
は
せ
給
は
ん
こ
そ
、
よ
き

事
な
る
べ
け
れ
ば
、
一
所
お
は
し
ま
さ
ん
は
悪
し
き
事
な
り
」
と
奏
せ
さ
せ
給
へ
ば
、

そ
れ
に
つ
け
て
、「
猶
疾
く
お
ぼ
し
立
て
。
大
臣
も
か
や
う
に
」
な
ど
、
常
に
聞
え

さ
せ
給
へ
ば
、
お
ぼ
し
め
し
立
ち
て
参
ら
せ
給
」（
上
Ｐ
336
）
と
、
姸
子
退
出
の
折

を
見
計
ら
っ
て
三
条
天
皇
が
娍
子
を
参
内
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
娍
子
の
参
内
は
前
年
四
月
の
立
后
後
初
で
あ
る
。
服
部
一
隆
氏
は
円
融
朝

の
藤
原
隠
子
以
降
、
後
一
条
朝
の
藤
原
威
子
ま
で
に
つ
い
て
、
立
后
か
ら
入
内
す
る

ま
で
の
期
間
を
表
に
し
て
お
ら
れ
）
7
（

る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
娍
子
以
外
の
后
は
十
数
日

か
ら
二
か
月
ほ
ど
で
入
内
し
て
お
り
、
娍
子
だ
け
が
入
内
ま
で
に
十
一
か
月
を
要
し

て
い
る
。
娍
子
の
参
内
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
三
条
天
皇
・
娍
子
と

も
に
為
政
者
道
長
を
憚
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

娍
子
が
い
つ
ま
で
内
裏
に
い
た
の
か
（
＝
い
つ
退
出
し
た
の
か
）
は
記
録
が
残
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
姸
子
が
出
産
後
に
参
内
す
る
の
は
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）

正
月
十
九
日
で
あ
）
8
（
り
、
姸
子
参
内
の
前
に
娍
子
は
退
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻
十
一

に
は
「
か
く
て
内
わ
た
り
め
で
た
く
て
過
さ
せ
給
程
に
、
火
出
で
来
て
焼
け
ぬ
。
帝

も
宮
も
、
松
本
と
い
ふ
所
に
渡
ら
せ
給
ぬ
」（
上
Ｐ
355
）
と
、
姸
子
参
内
か
ら
お
よ

そ
一
か
月
後
の
二
月
九
日
の
内
裏
焼
亡
に
触
れ
る
が
、「
帝
も
宮
も
」
と
い
う
記
述

に
は
娍
子
の
姿
は
な
い
。
そ
の
後
も
三
条
天
皇
の
傍
ら
に
娍
子
の
姿
は
な
い
。
た
と

え
ば
巻
十
二
で
は
、
娍
子
所
生
の
三
条
天
皇
第
二
皇
女
禔
子
内
親
王
の
頼
通
へ
の
降

嫁
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
三
条
天
皇
も
娍
子
も
準
備
を
し
た
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し

そ
の
記
述
を
注
意
し
て
み
て
み
る
と
「
内
に
は
人
知
れ
ぬ
御
用
意
な
ど
も
あ
り
て
、

造
物
所
の
御
調
度
の
事
、
心
殊
に
召
し
仰
せ
ら
る
。
皇
后
宮
に
も
、
内
々
い
み
じ
う

お
ぼ
し
め
し
急
が
せ
給
ふ
を
、
こ
の
事
い
か
で
か
漏
り
聞
え
ざ
ら
ん
」（
上
Ｐ
367
）

と
、
禔
子
内
親
王
の
父
三
条
天
皇
は
人
知
れ
ぬ
用
意
を
し
、
母
娍
子
も
内
々
に
準
備

を
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
三
条
天
皇
と
娍
子
と
が
《
一
緒
に
》
準
備
を
し
た
と
は

書
い
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
三
条
天
皇
と
娍
子
は
別
所
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
禔
子

内
親
王
降
嫁
の
準
備
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
焼
亡
し
た
内
裏
が
完
成
し
、
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
九
月
二
十
日
に
三

条
天
皇
は
新
造
内
裏
に
入
っ
た
。『
栄
花
物
語
』
は
「
か
く
て
内
裏
造
り
出
づ
れ
ば
、

十
月
に
入
ら
せ
給
ふ
。
そ
の
程
の
有
様
例
の
如
し
。「
中
宮
入
ら
せ
給
へ
〳
〵
」
と

あ
れ
ど
、
頓
に
入
ら
せ
給
は
ぬ
程
に
、
皇
后
宮
い
ら
せ
給
ぬ
」（
上
Ｐ
372
）
と
、
新

造
内
裏
に
は
姸
子
で
は
な
く
娍
子
が
入
っ
た
と
あ
る
。
娍
子
が
参
内
し
た
の
は
十
一

月
九
日
で
あ
っ
た
。
以
前
に
娍
子
が
参
内
し
て
か
ら
お
よ
そ
二
年
半
が
経
過
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
娍
子
参
内
か
ら
十
日
も
た
た
ず
、
十
一
月
十
七
日
に
内

裏
が
再
び
焼
亡
し
た
。

さ
て
入
ら
せ
給
て
、
日
頃
お
は
し
ま
し
渡
る
程
に
、
内
の
御
物
忌
な
り
け
る
日
、

皇
后
宮
の
御
湯
殿
仕
う
ま
つ
り
け
る
に
、
い
か
ゞ
し
け
ん
、
火
出
で
来
て
内
焼

け
ぬ
。
か
ゝ
る
事
は
さ
て
も
夜
な
ど
こ
そ
あ
れ
、
昼
な
れ
ば
い
と
い
み
じ
う
か
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た
は
ら
い
た
く
、
あ
は
た
ゞ
し
き
事
多
か
り
。
東
宮
も
入
ら
せ
給
へ
り
し
か
ば
、

そ
れ
は
や
が
て
一
条
院
に
渡
ら
せ
給
ぬ
。
夜
昼
厳
し
う
仰
せ
ら
れ
て
、
急
ぎ
造

り
磨
き
た
り
け
る
に
、
入
ら
せ
給
て
一
月
だ
に
な
く
て
か
ゝ
る
事
は
あ
る
物
か
。

こ
れ
に
つ
け
て
も
、
み
か
ど
世
中
心
憂
く
お
ぼ
さ
る
ゝ
事
限
な
し
。
皇
后
宮
あ

り
〳
〵
て
入
ら
せ
給
て
か
ゝ
る
事
の
あ
る
を
、
い
み
じ
う
お
ぼ
し
歎
か
せ
給
べ

し
。（
上
Ｐ
372
）

『
栄
花
物
語
』
は
失
火
原
因
に
娍
子
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
通
常
火
事
は
夜
で
あ

る
の
に
こ
れ
は
昼
で
あ
る
こ
と
、
天
皇
が
新
造
内
裏
に
入
っ
て
か
ら
一
か
月
ほ
ど
で

焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
久
し
ぶ
り
に
娍
子
が
参
内
し
た
際
の
火
事
で
あ
っ
た
こ

と
を
列
挙
す
る
。
三
条
天
皇
が
新
造
内
裏
に
入
っ
て
か
ら
二
か
月
足
ら
ず
し
か
経
っ

て
い
な
い
こ
と
と
、
久
し
ぶ
り
に
娍
子
が
内
裏
に
い
た
と
き
に
お
き
た
火
事
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、『
御
堂
関
白
記
』
に
は
「
従
南
廊
焼
、
宜
陽
門
南
方
許
焼
」
と

南
廊
よ
り
焼
け
た
と
あ
り
、
ま
た
時
刻
も
亥
時
と
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
午
後
九
時

か
ら
十
一
時
で
あ
る
（『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』）。『
栄
花
物
語
』
の
記
述
が
何

に
依
っ
た
の
か
不
明
だ
か
ら
、
こ
の
部
分
に
意
図
的
改
変
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え

な
い
も
の
の
、『
栄
花
物
語
』
は
姸
子
で
は
な
く
娍
子
が
内
裏
に
い
た
時
に
焼
亡
し

た
こ
と
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
火
事
以
降
、
三
条
天
皇
・
皇

后
宮
娍
子
・
中
宮
姸
子
は
い
ず
れ
も
同
殿
す
る
こ
と
な
く
翌
年
正
月
二
十
九
日
、
三

条
天
皇
は
譲
位
し
、
二
后
並
立
は
解
消
さ
れ
）
9
（

た
。
二
后
並
立
の
期
間
は
三
年
九
か
月

あ
ま
り
で
あ
る
。

　

三
条
朝
の
二
后
並
立
は
、
一
条
朝
の
二
后
並
立
に
比
べ
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
娍

子
の
在
所
は
資
料
が
少
な
く
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
残
さ
れ

た
記
録
か
ら
推
定
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
二
后
は
一
度
も
同
殿
し
な
か
っ
た
蓋
然

性
は
高
い
。
三
条
朝
の
二
后
並
立
も
后
は
並
び
立
っ
て
い
た
が
、
二
后
が
同
殿
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三　

後
朱
雀
朝
の
二
后
並
立―

皇
后
宮
禎
子
内
親
王
と
中
宮
嫄
子―

　

続
く
後
一
条
朝
で
は
後
宮
に
は
中
宮
威
子
し
か
い
な
か
っ
た
。
次
に
二
后
並
立
が

確
認
で
き
る
の
は
後
朱
雀
朝
で
あ
る
。
以
下
、
後
朱
雀
朝
の
二
后
並
立
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　
『
栄
花
物
語
』
巻
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」
は
、
関
白
頼
通
養
女
嫄
子
（
二
十
二

歳
）
の
入
内
記
事
か
ら
始
ま
る
。

年
か
は
り
ぬ
れ
ば
、
内
辺
り
華
や
か
に
今
め
か
し
う
、
御
薬
参
り
、
御
ま
か
な

ひ
な
ど
、
三
日
の
程
い
と
め
で
た
し
。
七
日
、
式
部
卿
宮
の
姫
君
参
り
給
。

殿
ゝ
居
立
ち
せ
さ
せ
給
事
な
れ
ば
、
世
の
中
靡
き
て
い
と
め
で
た
し
。
内
よ
り

御
使
行
経
の
四
位
少
将
参
る
。
手
か
き
の
大
納
言
の
御
子
、
今
の
権
大
納
言
民

部
卿
に
な
り
給
へ
る
、
子
に
し
給
へ
り
。
か
た
ち
よ
く
華
や
か
な
る
人
な
り
。

か
く
て
参
ら
せ
給
ぬ
れ
ば
、
御
使
度
々
参
り
て
上
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
殿
ゝ
上
も
お

は
し
ま
す
。
弘
徽
殿
・
登
花
殿
か
け
て
お
は
し
ま
す
。
内
は
梨
壺
に
猶
お
は
し

ま
せ
ば
道
い
と
遠
し
。
一
品
宮
は
、
宣
耀
殿
・
麗
景
殿
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
承

香
殿
の
馬
道
よ
り
通
り
て
上
ら
せ
給
。（
下
Ｐ
403
）

嫄
子
入
内
は
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
正
月
七
日
の
こ
と
で
、
嫄
子
は
「
弘
徽
殿
・

登
花
殿
か
け
て
」
直
廬
と
し
、
東
宮
時
か
ら
の
キ
サ
キ
で
あ
っ
た
故
三
条
天
皇
の
第

三
皇
女
一
品
宮
禎
子
内
親
王
（
二
十
五
歳
）
は
「
宣
耀
殿
・
麗
景
殿
」
を
直
廬
と
し

た
。
後
朱
雀
天
皇
（
二
十
九
歳
）
は
即
位
後
も
東
宮
時
の
直
廬
で
あ
る
梨
壺
に
い
た

と
い
う
か
ら
、
確
か
に
嫄
子
が
直
廬
と
し
た
弘
徽
殿
・
登
花
殿
は
遠
く
、
禎
子
内
親

王
が
直
廬
と
し
た
宣
耀
殿
・
麗
景
殿
の
方
が
近
い
。
し
か
し
、
弘
徽
殿
は
禎
子
内
親

王
が
東
宮
へ
の
入
侍
時
に
直
廬
と
し
て
い
た
場
所
で
あ
る
（『
小
右
記
』
万
寿
四
年

（
一
〇
二
七
）
三
月
二
十
三
日
条
・『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
八
）。
関
白
養
女
嫄
子
入
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『
栄
花
物
語
』
の
描
く
二
后
並
立　
　
　

高
橋
由
記

内
に
際
し
、
禎
子
内
親
王
は
自
ら
が
直
廬
と
し
て
い
た
弘
徽
殿
を
明
け
渡
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
流
布
本
系
『
大
鏡
』「
後
日
物
）
10
（
語
」
に
あ
る
「
関
白

殿
に
養
ひ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
し
、
故
式
部
卿
の
宮
の
姫
君
（
＝
嫄
子
）、
内
に

ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
す
べ
し
と
て
、
か
ね
て
后
の
宮
（
＝
禎

子
内
親
王
）
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
し
こ
そ
、
い
か
に
安
か
ら
ず
思
し
召
す
ら
む
と
、
世

の
人
、
悩
み
申
し
し
か
」（
Ｐ
426
）
と
い
う
記
事
は
、
嫄
子
入
内
に
際
し
て
禎
子
内

親
王
が
内
裏
を
退
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
直
廬
と
し
て
い
た
弘
徽
殿
を
出

る
こ
と
に
な
っ
た
と
読
め
る
の
で
あ
）
11
（
る
。
関
白
頼
通
が
姪
に
当
た
る
禎
子
内
親
王
を

後
見
し
な
か
っ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
天
皇
の
在
所
で
あ
る
梨
壺
に
近
い
と
い
う
、

も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
に
よ
っ
て
禎
子
内
親
王
は
弘
徽
殿
か
ら
宣
耀
殿
・
麗
景
殿
に

移
動
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
「
二
月
十
余
日
に
一
品
宮
后
に
立
ゝ
せ
給
。
大
夫
に
は
故
中
宮
の
大
夫
、

権
大
夫
に
は
資
平
の
右
衛
門
督
、
亮
・
大
進
な
ど
皆
あ
る
べ
き
限
な
り
。
三
月
に
、

又
式
部
卿
宮
の
姫
君
、
后
に
立
ゝ
せ
給
。
一
品
宮
（
＝
禎
子
内
親
王
）
を
ば
皇
后
宮
、

こ
の
宮
（
＝
嫄
子
）
を
ば
中
宮
と
申
す
」（
下
Ｐ
403
）
と
あ
る
よ
う
に
禎
子
内
親
王

は
二
月
十
三
日
、
続
い
て
嫄
子
が
三
月
一
日
に
立
后
し
、
禎
子
内
親
王
は
皇
后
宮
、

嫄
子
は
中
宮
と
呼
ば
れ
た
。
立
后
後
、「
中
宮
は
程
な
く
入
ら
せ
給
ぬ
。
皇
后
宮
は
、

入
ら
せ
給
へ
と
あ
れ
ど
、
い
か
に
お
ぼ
し
め
す
に
か
、
入
ら
せ
給
は
ず
」（
下
Ｐ
404
）

と
、
嫄
子
は
ほ
ど
な
く
参
内
し
、
禎
子
内
親
王
は
参
内
し
な
か
っ
た
。
禎
子
内
親
王

は
長
ら
く
里
邸
に
籠
も
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
頃
の
後
朱
雀
天
皇
と
の
贈
答
が
『
栄

花
物
語
』
に
入
っ
て
い
る
。

五
月
五
日
、
内
よ
り
皇
后
宮
に
、

　
　

諸
共
に
か
け
し
菖
蒲
を
ひ
き
別
れ
更
に
恋
ぢ
に
惑
ふ
頃
か
な

宮
の
御
返
し
、

　
　

方
々
に
ひ
き
別
れ
つ
ゝ
菖
蒲
草
あ
は
ぬ
根
を
や
は
か
け
ん
と
思
し

と
聞
え
さ
せ
給
へ
る
を
、
い
と
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
す
。（
下
Ｐ
405
）

当
該
歌
は
『
後
拾
遺
集
』（
巻
十
三
・
恋
三
、
七
一
五
）・『
新
古
今
集
』（
巻
十
四
・

恋
四
・
一
二
四
〇
）・『
今
鏡
』「
す
べ
ら
き
の
上
」
に
も
禎
子
内
親
王
が
長
く
参
内

し
な
か
っ
た
頃
の
詠
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

　

中
宮
嫄
子
と
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
は
対
照
的
で
、「
中
宮
は
華
々
と
い
と
め
で
た

く
て
お
は
し
ま
す
。
御
有
様
あ
て
に
け
高
く
お
は
し
ま
す
」（
下
Ｐ
405
）・「
中
宮
に

は
、
前
栽
合
・
菊
合
な
ど
せ
さ
せ
給
て
、
お
か
し
き
事
多
か
り
」（
下
Ｐ
406
）
と
あ

る
よ
う
に
、
嫄
子
は
内
裏
に
あ
っ
て
華
や
か
で
あ
っ
た
が
、
禎
子
内
親
王
は
「
皇
后

宮
に
は
よ
ろ
づ
を
よ
そ
に
聞
か
せ
給
て
、
お
ぼ
し
め
し
歎
く
事
限
な
し
」（
下
Ｐ
406
）

と
万
事
が
よ
そ
ご
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
嫄
子
は
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
に
祐

子
内
親
王
、
翌
年
に
禖
子
内
親
王
を
出
産
し
て
八
月
二
十
八
日
に
没
し
、
二
后
並
立

は
解
消
さ
れ
る
。
二
后
並
立
の
期
間
は
二
年
五
か
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
嫄
子
存
命
中
、
禎
子
内
親
王
は
参
内
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
巻
三
十

八
「
松
の
し
づ
え
」
に
は
「
宇
治
殿
の
故
中
宮
を
参
ら
せ
奉
ら
せ
給
へ
り
し
に
、
女

院
は
や
が
て
入
ら
せ
給
は
で
や
ま
せ
給
に
き
。
人
の
御
も
て
な
し
に
や
、
我
御
心
と

入
ら
せ
給
は
ざ
り
し
に
や
」（
下
Ｐ
489
）
と
あ
る
。
禎
子
内
親
王
の
参
内
は
長
久
元

年
（
一
〇
四
〇
）
十
二
月
十
八
日
に
確
認
で
き
る
が
、
同
日
条
の
『
春
）
12
（

記
』
に
は

「
皇
后
宮
此
四
年
不
参
入
給
、
已
如
棄
置
果
上
陽
人
、
依
故
中
宮
（
＝
嫄
子
）
参
入

給
事
也
、
而
彼
宮
忽
然
已
逝
給
、
其
後
内
府
女
御
（
＝
生
子
）
参
入
、
仍
又
遅
々
、

而
今
彼
女
御
忽
有
事
故
退
出
、
仍
此
宮
参
入
給
」
と
、
故
中
宮
嫄
子
の
入
内
に
よ
っ

て
禎
子
内
親
王
は
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
ま
で
の
四
年
間
、
参
内
し
な
か
っ
た
と

あ
る
。
四
年
間
と
い
う
こ
と
は
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
頃
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
嫄
子
が
入
内
し
た
の
は
ま
さ
に
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
正
月
で
あ
っ
た
。

『
行
親
記
』
同
年
二
月
三
日
条
に
よ
る
と
、
禎
子
内
親
王
立
后
の
勅
使
が
禎
子
内
親

王
の
直
廬
で
あ
る
麗
景
殿
に
参
っ
た
由
が
見
え
る
か
ら
、
こ
の
と
き
は
禎
子
内
親
王
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は
内
裏
に
い
た
の
だ
ろ
う
。
以
降
、
十
三
日
に
立
后
す
る
ま
で
の
間
に
禎
子
内
親
王

は
退
出
し
、
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
二
月
ま
で
参
内
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

禎
子
内
親
王
不
参
の
理
由
は
『
栄
花
物
語
』
が
記
す
よ
う
に
、
頼
通
に
よ
る
措
置
な

の
か
、
禎
子
内
親
王
自
身
の
判
断
だ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
、
皇
后

宮
禎
子
内
親
王
と
中
宮
嫄
子
は
同
殿
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
上
、
一
条
朝
・
三
条
朝
・
後
朱
雀
朝
に
お
け
る
二
后
並
立
で
は
、
三
条
朝
に
お

い
て
一
部
不
確
定
な
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
天
皇
と
二
后
が
そ
ろ
っ
て
同
殿
し
た

記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
二
后
並
立
の
期
間
が
比
較
的
短
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
一
条
天
皇
の
中
宮
彰
子
・
三
条
天
皇
の
中
宮
姸
子
・
後
朱
雀
天
皇
の
中
宮

嫄
子
は
、
い
ず
れ
も
為
政
者
の
娘
（
あ
る
い
は
養
女
）
で
あ
り
、
対
す
る
皇
后
宮
定

子
・
皇
后
宮
娍
子
・
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
は
後
見
が
弱
か
っ
た
。
為
政
者
の
娘
が
立

后
し
、
后
と
し
て
天
皇
と
と
も
に
内
裏
に
い
る
間
、
後
見
の
弱
い
も
う
一
人
の
后
は

な
か
な
か
参
内
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
条
朝
の
定
子
や
三
条
朝
の
娍
子
の

よ
う
に
、
後
見
の
弱
い
皇
后
宮
は
、
中
宮
が
退
出
し
た
隙
間
を
縫
っ
て
、
短
い
期
間

だ
け
天
皇
と
同
殿
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
前
掲
『
春
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
の
参
内
が
、
嫄
子

没
後
に
入
内
し
た
女
御
生
子
の
退
出
の
隙
を
縫
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
は
、
一
条

朝
の
皇
后
宮
定
子
や
三
条
朝
の
皇
后
宮
娍
子
の
参
内
の
事
情
に
重
な
る
。
生
子
は

『
栄
花
物
語
』
で
は
父
教
通
や
祖
父
公
任
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
た
「
后
が
ね
」

で
あ
り
、
後
朱
雀
天
皇
の
寵
も
厚
か
っ
た
。
し
か
し
、
頼
通
に
阻
ま
れ
て
立
后
で
き

な
か
っ
た
悲
劇
の
女
性
で
あ
る
。
後
朱
雀
天
皇
の
病
状
が
重
く
な
っ
た
と
き
、
生
子

が
退
出
し
よ
う
と
し
た
の
を
天
皇
が
「「
今
暫
し
の
程
を
、
近
く
て
き
ゝ
果
て
さ
せ

給
は
で
」
な
ど
や
う
に
聞
え
さ
せ
給
け
る
に
ぞ
、
と
ま
ら
せ
給
ぬ
る
」（
下
Ｐ
430
）

と
留
め
、
一
方
、
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
が
参
内
し
よ
う
と
し
た
の
を
「
皇
后
宮
上
ら

せ
給
て
見
奉
ら
せ
給
は
ん
と
申
さ
せ
給
へ
ど
、「
こ
と
人
々
も
い
か
ゞ
思
は
ん
」
と

仰
せ
ら
れ
て
、
上
せ
奉
ら
せ
給
は
ず
」（
同
）
と
天
皇
が
留
め
た
と
い
う
逸
話
は
、

後
朱
雀
天
皇
の
寵
愛
は
生
子
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
生

子
が
内
裏
に
あ
っ
て
皇
后
宮
禎
子
内
親
王
が
里
第
に
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

後
朱
雀
朝
の
後
宮
に
お
け
る
生
子
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

四　

後
冷
泉
朝
の
二
后
並
立―

中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子―

　

続
く
後
冷
泉
朝
の
二
后
並
立
は
、
一
条
朝
・
三
条
朝
・
後
朱
雀
朝
の
二
后
並
立
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
関
白
女
が
後
に
入
内
し
、
立
后
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
立
后
し
て
い
た
章
子
内
親
王
が
中
宮
の
ま
ま
で
、
関
白
頼
通

女
寛
子
が
皇
后
宮
と
な
っ
た
こ
と
も
今
ま
で
と
は
異
な
る
が
、
二
后
が
同
殿
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
七
月
十
日
に
故
後
一
条
天
皇
の
第
一
皇
女
一
品
宮
章
子

内
親
王
（
二
十
一
歳
）
が
立
后
し
、
寛
子
は
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
十
二
月
二
十

一
日
に
入
内
（
十
五
歳
）、
翌
年
二
月
十
三
日
に
立
后
し
た
（
十
六
歳
）。
二
后
並
立

の
開
始
で
あ
る
（
寛
子
が
立
后
し
た
と
き
、
章
子
内
親
王
は
二
十
六
歳
）。『
栄
花
物

語
』
巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
に
よ
る
と
、
寛
子
は
立
后
の
た
め
東
三
条
殿
に
退
出

し
、
そ
の
後
「
か
く
て
程
も
な
く
参
ら
せ
給
ぬ
」（
下
Ｐ
447
）
と
、
ま
も
な
く
参
内

し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
立
后
後
に
寛
子
が
初
め
て
参
内
す
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

章
子
内
親
王
は
退
出
し
て
い
な
い
。「
殿
も
こ
の
御
方
（
＝
章
子
内
親
王
）
の
御
事

を
ば
、
か
た
じ
け
な
く
心
苦
し
う
思
き
こ
え
さ
せ
給
て
、
あ
り
し
に
も
変
る
事
な
く

仕
う
ま
つ
ら
せ
給
」（
下
Ｐ
448
）
と
、
関
白
頼
通
は
章
子
内
親
王
に
対
し
て
以
前
と

変
わ
ら
ぬ
扱
い
を
す
る
の
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』
で
は
そ
の
後
、
中
宮
章
子
内
親

王
・
皇
后
宮
寛
子
、
そ
し
て
女
御
歓
子
を
並
記
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
の
様
を

追
っ
て
み
る
。
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『
栄
花
物
語
』
の
描
く
二
后
並
立　
　
　

高
橋
由
記

①
﹇
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）、
内
裏
根
合
﹈
中
宮
・
皇
后
宮
な
ど
上
ら
せ
給
へ
り
。

中
宮
女
房
の
装
束
は
、
た
ゞ
い
と
麗
し
く
、
こ
と
さ
ら
に
昌
蒲
の
衣
を
皆
打
ち

て
、
撫
子
の
織
物
ゝ
表
著
、
よ
も
ぎ
の
唐
衣
、
楝
の
裳
な
り
。
皇
后
宮
の
は
、

昌
蒲
・
楝
・
瞿
麦
・
杜
若
な
ど
、
か
ね
し
て
花
鳥
を
造
り
、
口
置
き
、
い
み
じ
き

事
ど
も
を
尽
さ
せ
給
へ
り
。
折
々
に
つ
け
て
お
か
し
き
事
の
み
多
か
り
。（
下
Ｐ

449
）

②
﹇
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
七
月
、
後
冷
泉
天
皇
、
高
陽
院
ニ
渡
御
﹈〔
後
冷
泉

天
皇
ハ
〕
廿
日
御
装
束
す
く
よ
か
に
、
い
と
麗
し
く
て
渡
ら
せ
給
ぬ
。
い
と
あ
さ

ま
し
。
そ
の
夜
中
宮
渡
ら
せ
給
ぬ
。
皇
后
宮
・
女
御
殿
二
三
日
ば
か
り
あ
り
て

入
ら
せ
給
ぬ
。（
下
Ｐ
452
）

③
﹇
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
正
月
、
高
陽
院
焼
亡
﹈
あ
さ
ま
し
き
事
は
、
正
月
八

日
又
焼
け
ぬ
。
冷
泉
院
に
、
内
・
中
宮
と
渡
ら
せ
給
ぬ
。
皇
后
宮
は
、
承
香
殿

な
ど
お
ぼ
し
き
に
お
は
し
ま
す
。
中
宮
は
上
の
御
局
に
お
は
し
ま
す
。（
下
Ｐ

452
）

④
﹇
同
二
月
、
四
条
殿
ニ
遷
御
﹈
こ
れ
よ
り
三
月
十
余
日
に
、
四
条
宮
に
渡
ら
せ
給

ぬ
。
狭
く
暑
か
は
し
き
心
地
す
。
北
対
を
馬
道
あ
け
て
、
西
に
は
中
宮
、
そ
な

た
の
廊
か
け
て
お
は
し
ま
す
。
東
に
は
皇
后
宮
お
は
し
ま
す
。
相
撲
な
ど
も
、

清
涼
殿
に
て
中
宮
は
御
覧
ず
。
…
…
（
中
略
）
…
…
皇
后
宮
は
、
東
な
る
屋
に

て
御
覧
ず
。
か
く
て
、
九
月
に
京
極
殿
に
渡
ら
せ
給
ぬ
。
十
二
月
の
八
日
又
焼
け

ぬ
。
あ
ま
り
に
な
り
ぬ
る
事
は
、
い
ふ
べ
き
方
ぞ
な
か
り
け
る
。
内
は
、
民
部
卿

の
三
条
に
、
女
院
も
お
は
し
ま
す
に
渡
ら
せ
給
ぬ
。
中
宮
は
、
権
大
夫
の
大
炊

御
門
に
、
皇
后
宮
は
殿
に
出
で
さ
せ
給
ぬ
。（
下
Ｐ
453
）

⑤
﹇
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）、
一
条
院
ニ
遷
御
﹈
一
条
院
に
冷
泉
院
移
し
造
ら
せ

給
て
、
御
渡
り
、
同
じ
月
の
廿
七
日
。
東
に
は
皇
后
宮
、
北
の
藤
壺
と
お
ぼ
し

き
に
は
中
宮
、
西
の
南
に
よ
り
て
女
御
殿
な
ど
お
は
し
ま
す
。（
下
Ｐ
453
）

⑥
中
宮
い
と
め
で
た
く
、
昔
よ
り
内
辺
り
に
お
は
し
ま
し
馴
れ
、
人
々
も
ゝ
て
つ

け
易
く
お
は
し
ま
す
。
内
に
も
、
こ
の
御
方
の
御
事
を
ば
や
む
事
な
く
心
苦
し
う

思
申
さ
せ
給
へ
り
。
皇
后
宮
に
も
よ
き
女
房
参
り
集
り
、
華
々
と
め
で
た
く
お

は
し
ま
す
。
御
覚
も
時
世
に
従
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
い
み
じ
う
お
は
し
ま
す
。

…
…
（
中
略
）
…
…
女
御
殿
い
と
重
り
か
に
故
々
し
く
て
お
は
し
ま
す
。
五
節

に
、
女
房
、
梅
ど
も
に
、
濃
き
打
ち
た
る
、
青
摺
の
裳
・
唐
衣
な
ど
著
せ
さ
せ
給

へ
り
。
は
し
た
物
・
女
房
の
局
の
人
な
ど
、
お
か
し
く
し
た
て
つ
ゝ
、
沓
す
り
あ

り
く
。
四
条
大
納
言
の
名
残
お
か
し
く
、
故
あ
る
御
方
と
人
思
へ
り
。（
下
Ｐ
455
）

⑦
中
宮
稚
く
よ
り
限
な
き
御
心
ざ
し
に
て
、
人
の
御
程
、
女
院
の
同
じ
事
生
し
た

て
奉
ら
せ
給
へ
る
、
様
々
に
お
ろ
か
な
ら
ず
辱
く
心
苦
し
く
思
き
こ
え
さ
せ
給
へ

る
に
、
御
方
々
参
ら
せ
給
へ
れ
ど
、
更
に
御
覧
じ
入
れ
ず
、
も
の
し
き
御
け
し
き

に
も
あ
ら
ず
、
よ
そ
の
事
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
あ
て
に
け
高
く
、
聞
し
め
し
入

る
ゝ
御
け
し
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、
い
と
ゞ
あ
は
れ
に
有
難
く
思
申
さ
せ
給
て
、
何

事
も
ま
づ
と
、
こ
の
御
方
の
御
事
を
ば
お
ぼ
し
め
し
た
り
。
皇
后
宮
、
さ
ら
ぬ

だ
に
殿
お
ぼ
し
め
さ
ん
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
お
ろ
か
に
も
て
な
し
き
こ
え
さ
せ
給
べ

き
に
あ
ら
ぬ
を
、
御
心
ざ
し
浅
か
ら
ず
、
い
と
め
で
た
し
。
御
心
ば
へ
も
飽
か
ぬ

所
な
く
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
べ
し
。
女
房
な
ど
も
華
々
と
お
か
し
う
、
は
か
な

き
事
も
故
々
し
う
、
女
房
の
仲
ら
ひ
に
も
お
か
し
き
事
多
か
り
。
女
御
殿
も
、

い
と
し
め
や
か
に
心
に
く
ゝ
て
候
は
せ
給
。
か
く
方
々
に
御
心
の
暇
な
き
や
う
な

れ
ど
、
な
だ
ら
か
に
も
て
な
し
つ
ゝ
お
は
し
ま
す
。
上
ら
せ
給
へ
ど
、
頓
に
も
上

ら
せ
給
は
ず
。（
下
Ｐ
456
）

⑧
流
れ
て
早
き
月
日
に
て
過
ぎ
も
て
ゆ
け
ば
、
五
節
に
、
中
宮
の
女
房
、「
梅
鶏
舌

を
含
む
で
」
と
い
ふ
詩
を
装
束
き
た
り
。
梅
の
織
物
、
香
染
、
紅
梅
の
紅
に
匂
ひ

た
る
な
ど
な
り
。「
緑
の
文
を
帯
び
た
り
」
と
て
し
た
る
緑
の
衣
著
た
り
。
殿
上
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人
誦
じ
な
ど
し
て
い
と
を
か
し
。
唐
衣
の
紐
な
ど
に
や
が
て
こ
の
詩
を
結
び
た
り
。

八
重
紅
梅
の
唐
衣
な
ど
色
々
に
を
か
し
。〔
中
宮
ハ
〕
臨
時
祭
上
ら
せ
給
て
御
覧

ず
。
皇
后
宮
は
、
下
の
御
局
な
る
に
も
御
覧
ず
。
清
涼
殿
の
や
う
に
近
け
れ
ば
、

や
が
て
御
前
の
こ
と
も
見
ゆ
れ
ば
な
る
べ
し
。
拝
礼
は
、
正
月
に
は
、
中
宮
・

皇
后
宮
か
は
り
〴
〵
に
。
年
を
か
へ
つ
ゝ
な
ん
大
饗
は
あ
り
け
る
。（
下
Ｐ
460
）

⑨
中
宮
・
皇
后
宮
と
候
は
せ
給
て
、
内
辺
り
に
も
あ
ら
ず
狭
き
に
、
さ
る
べ
き

折
々
な
ん
、
か
は
り
〴
〵
に
物
御
覧
じ
な
ど
に
上
ら
せ
給
け
る
。
女
御
殿
、
里

に
久
し
く
お
は
し
ま
す
を
、「
参
ら
せ
給
へ
」
と
常
に
あ
れ
ど
、
頓
に
も
入
ら
せ

給
は
で
、
法
印
の
も
の
し
給
小
野
の
い
と
お
か
し
か
な
る
も
御
覧
ぜ
ま
ほ
し
く
お

ぼ
し
め
し
て
、
渡
ら
せ
給
て
、
心
の
ど
か
に
御
行
な
ど
せ
さ
せ
給
て
お
は
し
ま
す
。

（
巻
三
十
七
「
け
ぶ
り
の
後
」
下
Ｐ
475
）

⑩
﹇
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
九
月
、
高
陽
院
内
裏
ノ
法
華
八
講
﹈
九
月
廿
五
日
な

り
。
捧
物
な
ど
も
、
御
方
々
い
み
じ
く
せ
さ
せ
給
。
中
宮
・
皇
后
宮
上
ら
せ
給

装
束
な
ど
、
例
の
お
ろ
か
な
ら
ん
や
は
。
皇
后
宮
に
は
蘇
芳
の
匂
二
襲
、
例
の

か
ね
し
て
菊
紅
葉
を
生
し
、
目
も
及
ば
ず
め
で
た
し
。
中
宮
に
は
紅
を
皆
打
ち

て
、
竜
胆
の
二
重
文
の
表
著
、
白
き
文
を
織
り
た
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
五
巻

の
日
は
、
皇
后
宮
下
に
お
は
し
ま
せ
ど
、
何
事
も
向
ひ
た
る
や
う
に
て
、
行
道

な
ど
も
や
が
て
同
じ
事
御
覧
じ
つ
べ
し
。
女
房
、
今
日
は
白
き
衣
ど
も
を
幾
つ
と

も
な
く
重
ね
て
押
し
出
で
た
り
。
中
々
い
み
じ
く
き
よ
げ
に
見
ゆ
。
中
宮
の
お

は
し
ま
す
方
に
向
ひ
た
り
。（
下
Ｐ
478
）

中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子
は
と
も
に
行
事
に
列
席
し
（
①
・
⑧
・
⑩
）、
天

皇
の
遷
御
に
も
従
っ
た
（
②
・
③
・
④
・
⑤
）。
キ
サ
キ
の
在
所
は
他
資
料
で
は
確

認
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
栄
花
物
語
』
の
記
述
を
疑
う
必

要
も
あ
る
ま
い
。
続
編
の
視
点
が
章
子
内
親
王
方
に
あ
る
こ
と
は
加
藤
静
子
氏
の
御

論
考
に
詳
し
）
13
（
い
が
、
加
藤
氏
も
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
『
栄
花
物
語
』
は
章
子
内
親
王

の
み
を
記
す
こ
と
を
せ
ず
、
皇
后
宮
寛
子
や
女
御
歓
子
と
と
も
に
後
宮
を
記
す
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
驚
く
ほ
ど
に
徹
底
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
か
で
も
⑦
の
「
か
く

方
々
に
御
心
の
暇
な
き
や
う
な
れ
ど
、
な
だ
ら
か
に
も
て
な
し
つ
ゝ
お
は
し
ま
す
。

上
ら
せ
給
へ
ど
、
頓
に
も
上
ら
せ
給
は
ず
」
と
、
⑨
の
「
中
宮
・
皇
后
宮
と
候
は
せ

給
」
は
印
象
的
で
、
中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子
が
同
殿
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
後
宮
が
な
だ
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
確

認
し
て
き
た
よ
う
に
、
前
代
ま
で
の
一
帝
二
后
並
立
の
場
合
、
天
皇
と
同
殿
す
る
の

は
中
宮
か
皇
后
宮
の
一
方
の
み
で
、
二
后
が
同
殿
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
後

冷
泉
朝
の
後
宮
は
、
二
后
並
立
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
後
宮
と
同
じ
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
内
実
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。
後
冷
泉
朝
の
後
宮
は
、
ま
さ
に
二

后
が
並
び
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
⑧
に
よ
る
と
、
中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子
は
拝
礼
を
か
わ
る
が
わ
る

受
け
、
中
宮
大
饗
は
年
ご
と
に
行
っ
て
い
た
と
い
）
14
（
う
。
こ
れ
も
前
代
ま
で
の
二
后
並

立
で
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

五　

三
后
並
立

　

中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮
寛
子
が
並
び
立
つ
と
い
う
二
后
並
立
は
、
永
承
六
年

（
一
〇
五
一
）
二
月
十
三
日
か
ら
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
四
月
十
七
日
ま
で
続
い

た
。
十
八
年
二
か
月
と
い
う
長
期
に
及
ぶ
並
立
で
あ
っ
た
こ
と
も
二
后
が
同
殿
し
て

い
た
こ
と
も
、
前
代
ま
で
の
後
宮
と
異
な
る
が
、
後
冷
泉
朝
の
後
宮
で
は
も
う
一
つ
、

前
代
ま
で
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
四
月
十
七
日
に
女
御
だ

っ
た
歓
子
が
立
后
し
、
三
后
が
並
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

歓
子
が
立
后
し
た
の
は
後
冷
泉
天
皇
が
崩
ず
る
二
日
前
の
こ
と
で
、
そ
の
前
日
の
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『
栄
花
物
語
』
の
描
く
二
后
並
立　
　
　

高
橋
由
記

四
月
十
六
日
、
頼
通
は
関
白
職
を
弟
教
通
に
譲
り
、
宇
治
に
隠
遁
し
た
。
歓
子
は
父

教
通
が
関
白
に
な
っ
た
翌
日
に
立
后
し
た
の
だ
っ
た
。
歓
子
が
立
后
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
宮
章
子
内
親
王
（
四
十
三
歳
）
は
皇
太
后
宮
に
、
皇
后
宮
寛
子
（
三
十
三

歳
）
が
中
宮
に
な
り
、
歓
子
（
四
十
八
歳
）
が
皇
后
宮
と
な
っ
た
。
か
つ
て
、
後
朱

雀
天
皇
の
寵
厚
か
っ
た
女
御
生
子
の
立
后
を
阻
ん
だ
の
は
関
白
頼
通
の
「
一
の
人
の

御
女
な
ら
ぬ
人
の
御
子
お
は
し
ま
さ
ぬ
が
な
ら
せ
給
ふ
例
は
ま
た
な
き
こ
と
（
＝

「
一
の
人
」
の
娘
で
な
い
女
御
で
、
所
生
の
皇
子
女
の
い
な
い
人
が
立
后
す
る
の
は

前
例
が
な
い
）」（
巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
下
Ｐ
430
）
と
い
う
主
張
だ
っ
た
と
い
う
。

歓
子
は
懐
妊
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
皇
子
は
夭
折
し
て
お
り
（『
扶
桑
略
記
』
永

承
四
年
（
一
〇
四
九
）
三
月
十
四
日
条
）、「
一
の
人
の
御
女
」
と
い
う
こ
と
で
立
后

が
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
歓
子
の
同
母
姉
生
子
が
立

后
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
栄
花
物
語
』
続
編
に
お
け
る
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
後
朱
雀
天
皇
は
生
子
へ
思
い
と
関
白
頼
通
の
意
向
に
挟
ま
れ

て
悩
み
、「
凶
し
き
御
夢
を
の
み
御
覧
じ
」（
下
Ｐ
430
）
た
と
い
う
。
歓
子
立
后
は
、

『
中
右
）
15
（
記
』
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
八
月
十
九
日
条
に
「
臨
天
皇
晏
駕
之
剋
、
忽

冊
為
皇
后
」
と
あ
り
、
天
皇
が
死
に
際
し
て
歓
子
を
立
后
し
た
こ
と
や
、『
同
』
大

治
五
年
（
一
一
三
〇
）
二
月
二
十
一
日
条
に
「
無
立
后
儀
、
只
宣
旨
被
下
也
」
と
立

后
の
儀
も
な
く
、
宣
旨
を
下
し
た
立
后
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、

立
后
に
は
宣
旨
で
は
な
く
宣
命
が
下
さ
れ
る
か
ら
、
い
か
に
こ
の
立
后
が
異
例
で
あ

っ
た
か
が
わ
か
る
。
死
に
面
し
た
後
冷
泉
天
皇
が
、
歓
子
を
立
后
さ
せ
て
一
帝
三
后

並
立
と
い
う
前
例
の
な
い
こ
と
を
決
断
し
た
背
景
に
は
、
生
子
立
后
を
果
た
せ
な
か

っ
た
故
父
後
朱
雀
天
皇
の
後
悔
を
、
生
子
の
実
妹
歓
子
の
立
后
で
少
し
で
も
や
わ
ら

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、「
一

の
人
」
で
な
か
っ
た
た
め
に
生
子
を
立
后
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
教
通
の
積

年
の
思
い
も
加
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、『
栄
花
物
語
』
巻
三
十
七
「
け
ぶ
り
の
後
」
は
、
後
冷
泉
天
皇
の
宇
治
行

幸
（
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
十
月
五
日
）
と
、
頼
通
と
東
宮
（
＝
後
三
条
天
皇
）

の
確
執
で
幕
を
閉
じ
、
続
く
巻
三
十
八
「
松
の
し
づ
え
」
は
後
三
条
天
皇
の
寵
を
受

け
た
源
基
子
の
懐
妊
（
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
））
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

三
年
の
空
白
の
間
に
は
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
の
教
通
の
関
白
就
任
・
歓
子
の

立
后
（
＝
一
帝
三
后
並
立
）・
後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
が
含
ま
れ
て
お
り
、『
栄
花
物

語
』
に
は
一
帝
三
后
並
立
は
記
述
が
な
い
こ
と
を
加
え
て
お
く
。

お
わ
り
に

　
『
栄
花
物
語
』
の
描
い
た
時
代
に
お
い
て
、
一
条
朝
の
皇
后
宮
定
子
と
中
宮
彰
子

（
正
編
）、
三
条
朝
の
皇
后
宮
娍
子
と
中
宮
姸
子
（
正
編
）、
後
朱
雀
朝
の
皇
后
宮
禎

子
内
親
王
と
中
宮
嫄
子
（
続
編
）
そ
し
て
後
冷
泉
朝
の
中
宮
章
子
内
親
王
と
皇
后
宮

寛
子
（
そ
し
て
、
皇
后
宮
歓
子
を
加
え
た
三
后
並
立
）（
続
編
）
と
一
帝
二
后
並
立

は
四
例
が
確
認
で
き
る
。『
栄
花
物
語
』
が
記
し
た
時
代
の
一
帝
二
后
並
立
の
場
合
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

①
一
帝
二
后
並
立
の
期
間
は
、
一
条
朝
・
三
条
朝
・
後
朱
雀
朝
は
比
較
的
短
く
、
後

冷
泉
朝
は
非
常
に
長
い
。

②
一
条
朝
・
三
条
朝
・
後
朱
雀
朝
の
場
合
、
二
后
並
立
で
あ
っ
て
も
、
二
后
が
同
時

に
天
皇
と
同
殿
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
後
冷
泉
朝
で
は
二
后
が
天
皇
と

同
殿
し
て
い
た
。

①
は
、
一
条
朝
の
場
合
は
皇
后
宮
定
子
の
早
世
、
三
条
朝
の
場
合
は
天
皇
の
退
位
、

後
朱
雀
朝
で
は
中
宮
嫄
子
の
早
世
と
、
二
后
並
立
が
解
消
さ
れ
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
十
九
号　

二
〇
一
一
年

で
あ
り
、
偶
発
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
②
が
、
他
の
二
后
並
立
と
は
異

な
る
後
冷
泉
朝
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
二
后
並
立
の
期
間
が
長
か
っ
た

こ
と
が
、
二
后
が
と
も
に
天
皇
と
同
殿
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

関
白
頼
通
の
娘
寛
子
が
入
内
・
立
后
し
て
も
、
中
宮
の
地
位
を
譲
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
里
邸
に
退
出
す
る
こ
と
も
な
く
天
皇
の
近
く
に
あ
り
続
け
た
中
宮
章
子
内
親
王

の
存
在
感
は
注
目
に
値
す
る
。
章
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
）
16
（
が
、『
栄

花
物
語
』
に
記
さ
れ
た
二
后
並
立
に
お
い
て
、
後
冷
泉
朝
の
後
宮
は
特
異
と
い
え
よ

う
。注（

1
）　
『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
松
村
博
司
・
山
中
裕
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

栄
花
物
語
』

上
下
（
岩
波
書
店　

一
九
六
四
・
一
一
、
一
九
六
五
・
一
〇
）
に
よ
る
。
私
に
人
物
に
注
を
付
し
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
2
）　

橋
本
義
彦
氏
「
中
宮
の
意
義
と
沿
革
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
六
・

九　

所
収
）。
ま
た
、「
中
宮
」
と
「
皇
后
」
の
呼
称
や
地
位
の
問
題
は
、
芝
葛
盛
氏
「
皇
后
中
宮
問

題
の
解
決
」（『
書
陵
部
紀
要
』
一　

一
九
五
一
・
三
）、
龍
肅
氏
「
中
宮
」（『
平
安
時
代
』
春
秋
社　

一
九
六
二
・
七　

所
収
）
を
参
考
に
し
た
。

（
3
）　

小
論
で
は
中
宮
・
女
御
な
ど
、
天
皇
の
妻
の
意
で
「
キ
サ
キ
」
の
語
を
使
い
、
立
后
し
た
キ
サ
キ

の
意
の
「
后
」
と
使
い
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
）　
『
御
堂
関
白
記
』
の
本
文
は
、『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
・
三
）
に
よ
る
。

（
5
）　

小
論
で
は
、
同
一
の
名
称
で
く
く
れ
る
敷
地
内
に
在
す
る
こ
と
を
「
同
殿
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
6
）　
『
小
右
記
』
の
本
文
は
『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
七
・
一
）
に
よ
る
。

（
7
）　

服
部
一
隆
氏
「
娍
子
立
后
に
対
す
る
藤
原
道
長
の
論
理
」（『
日
本
歴
史
』
六
九
五　

二
〇
〇
六
・

四
）

（
8
）　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
七
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
三
条
天
皇
の
土
御
門

邸
行
幸
の
日
時
（
九
月
十
六
七
日
）
と
と
も
に
、
姸
子
参
入
の
日
時
（
十
一
月
十
一
日
）
が
勘
申
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
御
堂
関
白
記
』
に
は
十
一
月
十
一
日
の
記
事
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
姸
子
参
入
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。『
日
本
紀
略
』
長
和
三
年
（
一
〇
一

四
）
正
月
二
日
条
に
は
「
中
宮
依
不
御
内
裏
。
無
饗
事
」
と
あ
り
、
同
十
九
日
に
姸
子
は
参
入
し
て

い
る
。
勘
申
さ
れ
た
長
和
二
年
十
一
月
十
一
日
の
姸
子
参
入
は
実
現
せ
ず
、
出
産
後
に
姸
子
が
は
じ

め
て
内
裏
に
入
っ
た
の
は
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
正
月
十
九
日
で
あ
ろ
う
。

（
9
）　

二
后
並
立
（
一
帝
二
后
）
が
解
消
さ
れ
る
の
は
、
天
皇
の
退
位
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
后
が
没

す
る
時
で
あ
ろ
う
が
、
小
論
で
は
現
天
皇
の
后
と
い
う
こ
と
で
考
察
す
る
。

（
10
）　

流
布
本
系
『
大
鏡
』
の
本
文
は
橘
健
二
・
加
藤
静
子
氏
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

大
鏡
』（
小
学
館　

一
九
九
六
・
六
）
に
よ
る
。

（
11
）　

嘉
藤
久
美
子
氏
「
陽
明
門
院
禎
子
内
親
王
の
生
涯　

―

禖
子
内
親
王
の
周
辺
に
つ
い
て―

」（『
東

海
学
園
国
語
国
文
』
四
七　

一
九
九
五
・
三
）
は
、「
禎
子
の
御
局
で
あ
っ
た
弘
徽
殿
を
嫄
子
に
明

け
渡
し
た
」
と
す
る
。

（
12
）　
『
春
記
』
の
本
文
は
、『
増
補
史
料
大
成
』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇
〇
・
二
）
に
よ
る
。

（
13
）　

加
藤
静
子
氏
「
栄
花
物
語
続
篇
成
立
に
関
す
る
一
試
論
」（『
言
語
と
文
芸
』
七
二　

一
九
七
〇
・

九
）、「『
栄
花
物
語
』
謌
合
の
巻
を
め
ぐ
っ
て―

続
篇
第
一
部
と
一
品
宮
章
子
周
辺
（
一
）―

」

（『
言
語
と
文
芸
』
八
六　

一
九
七
八
・
六
）、「
栄
花
物
語
続
篇
第
一
部
と
一
品
宮
章
子
周
辺
（
二
）

―

『
暮
ま
つ
ほ
し
』
と
『
根
あ
は
せ
』
の
巻―

」（『
言
語
と
文
芸
』
八
七　

一
九
七
九
・
三
）。

（
14
）　

中
宮
大
饗
や
拝
礼
は
、
東
海
林
亜
矢
子
氏
「
中
宮
大
饗
と
拝
礼
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
五―

一
二　

二
〇
〇
六
・
一
二
）
に
詳
し
い
。

（
15
）　
『
中
右
記
』
の
本
文
は
『
増
補
史
料
大
成
〈
普
及
版
〉』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇
一
・
八
）
に
よ
る
。

（
16
）　

拙
稿
「
章
子
内
親
王
の
存
在
感
と
『
栄
花
物
語
』
の
描
写
」（『
大
妻
国
文
』
四
二　

二
〇
一
一
・

三　

掲
載
予
定
）


